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Abstract: In this research, the following points came to light based on restructuring of community 
development in the town of Alvesta（population：18,776, population aging rate: 19.4%）in Sweden, 
which has advanced welfare systems. Our focus is on ways to build a compact welfare living 
environment system where elderly and handicapped people can continue the life they are accustomed to 
in the community. （1） As a regional characteristic of Alvesta, because of its strong community 
foundation based on its small size, a high level of consciousness regarding establishing a welfare living 
environment is already deeply rooted in the local residents. Through our study, we showed that a 
system that reflects the voice of residents is already formed and functioning. （2） Moreover, to ensure 
the sustainment of community life, a living environment system that not only plans for a new residential 
environment but also plans for efficient use of existing regional resources was already in place. （3） The 
living infrastructure and services centered on walking and cycling, available to all residents, were in 
place. Houses and other facilities were equipped with slopes and elevators to ensure that they were 
easily accessible irrespective of the physical condition of the person. （4） In addition to these, various 
social welfare services worked in tandem, which created a sustainable living environment for all local 
residents. As a result, the satisfaction level of the residents was very high.
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1．研究の背景と目的
近年，我が国では，ノーマライゼーションの理念の普
及から，高齢者や障害者の福祉の方向性は，施設から在
宅や地域福祉へと移行しつつある。そのためには，高齢
者や障害者も，できるだけ長く住み慣れた地域の中で生
活を継続していけるまちづくりの整備が急務であり，ハ
ード・ソフトともに地域に根づいた住環境システムの構
築を図る必要がある。
一方，高齢過疎地域では，高齢者や障害者が生活を継
続していく上での知識や情報の不足・活用が十分になさ
れていないこと等によって，さまざまな住生活上の問題
を呈しており，高齢過疎地域の住環境は，地域福祉ニー
ズを十分に反映しているとは言い難く，未だ手薄な状況
にある。その中でも，特に医療・保健・福祉・建築等の
各種専門分野のマンパワーや意見交換の不足により，改
善後に不備が生じる等の問題も少なくない。
他方，福祉先進国と言われるスウェーデンでは，地方
分権が確立され，住生活に関してもKommun独自で効
率的な社会システムを図っている。
以上を踏まえて，本研究は，スウェーデンの地方都市
であるAlvesta Kommunの高齢者居住環境の事例を通
して，住環境システムの構築に関するハード・ソフト両
面のあり方について検討したい。
2．調査概要
2. 1　調査対象地域
図−1は，調査対象国のスウェーデン王国全体図と対
象地域（国内◦印）である。また，図−2に，調査対象
地域であるAlvesta Kommunの位置を示す。調査対象
地域はスウェーデン王国南部のSmåland地方に位置し
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たAlvesta Kommun（以下，Alvesta）である。土地面
積は977.76km2であるが，豊かな森林や湖沼に囲まれて
おり，人口密度は19.2人の，比較的小規模な町である。
人口は2007年現在で18,776人（女性9,217人，男性9,559
人），高齢化率は19.4%で，町なかでは散歩や買い物をす
る高齢者をよく見かける。人口構成では，50～64歳の働
き盛りが全体の20.5%，5歳までの乳幼児は全体の2.9%，
出生率は1.6人で年々減少傾向にあり，今後徐々に少子
高齢過疎化が進行していくと予測される町である。
現在のAlvestaの基幹産業は，農業と林業である。以
前は，企業誘致もあり活性化していたが，現在は他市に
移行する企業も少なくなく，以前のような活気さはない。
Alvesta自体は小さな田舎町であるが，地方分権が徹
底しており，生活に関する権限はKommunに委ねられ
ている。そのため，町の福祉への取り組みは，融通性に
富んでいる。
2. 2　調査方法
地域に根ざした住環境システムのあり方について，検
討する本研究において，以下の3種の代表的な居住施設
を事例に，居住者および産官職員に向けてのヒアリン
グ，および在宅訪問調査を行った。
3種の居住施設は，（1）高齢者集合住宅（新築），（2）
一般集合住宅（改築），（3）複合施設（新築）である。
調査内容は，居住している高齢者・障害者の日常生活
の状況，居住環境改善，間取りや写真の採取等である。
調査時期は，2006年～2010年の各々7月～9月である。
3．Alvestaにおける居住環境改善への取り組み
高齢者の居住形態は，戸建と福祉系・医療系の2種の
集合住宅（内容により4種に分類） に大別される。
Alvestaでは，65歳以上の高齢者のうち，約1割が集合
住宅で生活している。少人数用のグループホーム等もあ
るが，居住者の生活は自己決定に任されている。つま
り，居住者がどこでどのように住むかと言う主体的な
「生き方」が，生活の中であらゆる基盤となっており，
その上で多職種のフレキシブルなチームワークも相まっ
て，居住者は能動的に生活を楽しんでいる。
他方，戸建以外の居住環境構築については，いわゆる
住宅供給公社が全面的に行っている。これは，高社会福
祉の下，住民が安全で安心して生活できるように，
Kommunの住宅政策の一翼を担う公的機関として，住
民への良好な集合住宅や諸施設の供給とそれらの維持管
理，および住環境整備等を行っている。
また，入居後に，途中障害等を持ち改善すべき箇所が
ある場合は，必要に応じて専門家が加わり応じるシステ
ムになっている。
以下に，3種の居住施設を通して，居住環境改善への
取り組みについて詳細に述べたい。
3. 1　高齢者集合住宅に見る居住環境
（1）　居住環境概要
写真−1は，2004年5月に竣工された高齢者のための居
住施設で，窓を多用した明るい印象を持つ施設である。
図−2　スウェーデン全体図 写真−3　高齢者集合住宅全景
図−1　スウェーデン全体図
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駅から徒歩約10分程度の町のほぼ中心地にあり，日常
生活に必要な商店も近く，大変便利な場所に位置する。
図−3は，居住施設の配置図である。地上3階建で1フロ
アに4世帯入居しており，70歳以上の高齢者夫婦の2人
暮らしが多い。
屋外には居住者用の車庫および倉庫が併設され，居住
者は各自収納庫として利用している。
（2）　入居者の日常生活の様子
入居者の多くは，年金受給者となって，以前居住して
いた住居を売却し，ここに移り住んだ人が多い。
写真−2は，1階に居住する75歳の高齢者夫婦宅の居間
を，また写真−3は個室を示す。この夫婦は，以前は
Alvesta郊外の田舎で農業をしていたが，買い物やその
他の日常生活行為，今後の身体機能の低下等を考慮し
て，移行してきた。
居室では，お洒落をして友人とお茶を飲みながらのお
しゃべりや，手芸や庭木の手入れ等，それぞれの趣味を
楽しむ行為が見られた。また散歩やウィンドウショッピ
ング，あるいは友人の家を訪ねる等，屋外での行為も活
動的で生活展開に広がりが見られた。ヒアリングでは，
現在の暮らしぶりに大変満足しており，毎日が充実して
いるとの意見を聞いた。このように高齢者は自らの意志
で各々の行為を選択し，楽しんで生活を送っている。
（3）　居住空間と心身機能への対応
生活は洋式スタイルなので，起居就寝形態もそれに応
じているため，高齢者にとっては立ち座り等行動しやす
図−3　配置図
写真−2　居間 写真−4　サンルーム
写真−3　個室
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い。また，居室の窓の高さが比較的低い位置になってお
り，将来車椅子を使用することになっても，屋外の景色
や往来する人たちを見て楽しめる配慮がなされている。
写真−4は，居室から続くサンルームである。ここは，
趣味活動や夫婦の憩いの場，また近隣の友人たちが立ち
寄る交流の場でもある。このサンルームへは，段差もな
く，屋内居室から直接出入りできる車椅子対応となって
いる。
また，写真−5に，施設正面玄関周りを示す。この付
近には，木製のベンチが設置され，入居者はひと休みし
て，くつろぐことができる。ベンチ周囲には色鮮やかな
花々や植栽が施され，またAlvesta出身の彫刻家製作の
彫刻作品等も配置され，地域住民との交流や憩いの場に
もなっている。
大概して，以前居住していたスタイルをそのまま継続
し，充分魅力的な空間を形成しており，心身機能への影
響はほとんどないことがわかる。
3. 2　一般集合住宅改築に見る居住環境
（1）　居住環境概要
写真−6～8は，Alvesta駅から徒歩5分程度の住宅街
にある建築年数103年の小学校を改築した居住施設であ
る。入居対象者は，高齢者のみならず，一般の地域住民
も対象である。
地下1階，地上3階建てで，2階以上を居住階とし，1
フロアに3世帯が入居する。地階は，機械室や収納・倉
庫等である。
図−4に，1階平面図を示す。居住空間のおおよその床
面積は3タイプからなり，2LDKが52～54m2，3LDKが
73～82 m2，4LDKが84～105m2となっている。2006
年3月から9月までを計画期間とし，9月中旬から実際
の改築作業が行われ，2008年8月から居住者が居住して
いる集合住宅である。
写真−5　玄関周りの憩いの場
写真−6　集合住宅事例（北側からの全景）
写真−7　エントランスにある地域ゆかりの作家のオブジェ
写真−8　南東側外観
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（2）　これまでの経緯と今後の計画
Alvestaは，多くの地方都市と同様に，Kommunに建
築専門家や医療専門家は所属していない。そのため，近
隣のKommunの設計事務所が実施設計を行うことにな
るが，kommunと公社，事務所が共働して進める。具体
的には，居住施設建設に際してKommunと公社が連携
し進めていった。図−5は，居住環境改善事例を通した
これまでの経緯と今後の計画を示したものである。これ
を見ると，まず，アイデアや企画を公社が行い，次に形
とした設計を建築デザイン事務所が行う。公社と建築デ
ザイン事務所は連携して進める。
2007年8月の竣工後も引続きアフターケアを行い，必
要に応じて各種専門家も加わる。
（3）　居住空間と心身機能への影響
地域住民が慣れ親しんできた103年の歴史を持つ小学
校を，できるだけ活かす努力がなされている。写真−9
に活かされた屋内階段部分を，また写真−10に居間空間
を示す。このように，屋内の腰板や階段，手摺，ドア，
ガラス等，歴史の重みをそのまま尊重し利活用した居住
写真−9　屋内階段
写真−10　大きな窓をそのまま活かした居間空間（３階）
図−5　居住環境改善に見る経緯と今後の計画
図−4　１階平面図
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空間である。
次に写真−11は，新しく設置した屋内エレベーターの
写真である。エレベーターの他に，正面玄関にスロープ
を設置する等，どのような身体機能の状態の入居者であ
っても，アクセスを可能にしている。
このような配慮から，特に高齢者や障害者にとって
は，環境移行に伴う心身機能への影響はほとんどないも
のと考える。
3. 3　複合施設新築に見る居住環境
（1）　居住環境概要
写真−12～13は，Alvesta駅から徒歩5分程度の，町
の中心に立地する高齢者だけでなく一般の地域住民を対
象とした複合施設である。施設の周辺には，Kommun
や郵便局，図書館，日常生活に必要な商店が建ち並ぶ便
利な場所にある。
図−6は，この施設の1階平面図，図−7は居住階の3階
平面図である。施設自体は地上4階建て（一部5階建て）
で，1～2階に医療施設，薬局，会議室およびコンビニ
エンスストアが入居し，非常に近代的な施設である。
（2）　これまでの経緯と今後の計画
Alvesta Kommunが集合住宅建設地を探していたこ
と，近隣の医療施設が老朽化により，新しい開設場所を
探していたこと，地域住民の希望があったこと等が重な
って，この建設計画となった。
計画に当たっては，建設予定地が町のほぼ中心で地の
利が良いため，周辺住民から施設周辺交通の混雑と駐車
場確保の問題が上がった。この問題に対し，公社は約
1.5年の歳月をかけて地域住民と話し合いを持ち，解決
に至った。居住に際しての問題や希望等の意見交換で
は，地域住民が，直接Kommunや公社に話をしたり，
新聞やホームページを活用する等の情報公開が設定さ
れ，Kommunや公社と地域住民が対等に意見を交換す
る場や機会が多くあった。これは，地域住民の意見を反
写真−12　全景（前面道路から）
写真−13　全景（バックヤードから）
写真−11　簡易イス付エレベーター
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映できるシステムであり，Alvestaのような小さな地方
都市であるからこそでき得るものと考える。Alvestaで
は，このシステムが確立され効果的に展開していた。
また，医療施設側と建築専門家，公社が毎週話し合い
を持ち検討・集約し，さらなる意見の反映に努めた。
他方，建設予定であった複合施設は，スウェーデンの
3大都市（Stockholm，Göteborg，Malmö）を結ぶ鉄道
の要所Alvesta駅から徒歩5分と地の利が良く，生活必
需店も揃っているので，他地域からの住民も移行して入
居することも考えられ，町なかの活性化と過疎化に歯止
めをかけることが大いに期待でき得る。
図−8は，複合施設新築計画に見る経緯を示したもの
である。これを見ると，実際の設計は，Alvesta小学校
図−7　３階平面図
図−6　１階平面図
図−8　複合施設新築計画に見る経緯
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改築と同様で，まずはじめに，アイデアや企画を公社が
行い，次に建築デザイン事務所が設計を行う。公社と建
築デザイン事務所は連携して進めるとともに，住民の意
見も反映できるシステムがなされている。
（3）　居住空間と日常生活への影響
高齢者の中には，今後徐々におとずれるであろう身体
機能の低下や疾病への対応に，これまでは不安があった
が，中心部に医療施設付属の施設が建設され，安心して
暮らせるという意見も聞かれた。
また，「私達が，意見をどんどん言っていくことによ
って，よりよくなっていく。Alvestaは本当によくやっ
てくれます。」という声も聞かれた。
入居後，途中で障害を有して改善する必要が生じた場
合は， 基本的には公社が行うが， 大改造の場合は
Kommunが行う。また，場合によっては他の施設に移
って居住してもらうこともあるが，必要に応じて各種専
門家も加わる。いずれにせよ，住み慣れた地域で安全で
安心して生活を継続できることが伺える。
4．Alvestaの居住環境に関する特長と課題
4. 1　Alvestaの特長
（1）　住民参画とボトムアップ環境
Kommunは地域住民の意見を聞き，居住環境計画等
の施策に反映する，いわば住民参画のボトムアップ環境
が形成されている。
住宅供給公社を通じてKommunと地域住民との距離
が近く，信頼関係が構築されている。本稿事例の集合住
宅や複合施設は，実際に地域住民の意見を取り入れ計画
されたボトムアップの一例であると言えよう。
このようなボトムアップシステムは，地域に根ざした
施設計画を進めていく上で，重要な基盤になると考えら
れる。
（2）　スケールメリットとコミュニティの形成
Alvestaは人口が少なく，また，多くが農村地である
ことから，地域内でのつながりが強い。そのため，住民
同士の多くが顔見知りであるという状況にある。
このように小規模な町で，コミュニティの基盤が強い
ため，福祉住環境を構築する意識形成が，地域住民の中
には既に形成されていると言えよう。
集合住宅や複合施設計画を通して，住民の声を反映す
るシステムがなされており，機能していることは，今後
の居住環境構築に当たって大きな基盤となる。
（3）　既存資源の再利用
地域生活の継続のため，新築計画のみならず，現在の
既存地域資源を生かした居住施設計画を進めていくこと
も合わせて考える居住環境システムは，高齢過疎の地方
都市にとって重要な視点である。
4. 2　Alvestaの取り組むべき課題
（1）　 居住環境構築を地域システムで支える関係の再構
築
Alvestaでは，特に高齢者集合住宅を計画する際，住
民の意見は取り入れるものの，身体機能の専門家である
療法士等の意見を聞く機会はない。
これは，Kommunに，建築家をはじめとする療法士
等の医療専門家が所属していないという現状から，建築
家に関しては近隣のKommun所属の建築家と連携する
ものの，療法士の参画はない。
療法士の参加は，竣工後の改造時に，必要に応じて臨
機応変に対応する時のみであり，他のKommunの専門
家と連携せざるを得ない等の現状が確認された。
しかしながら，途中参加の療法士等も計画当初から参
加し，将来的なことをも想定しながら積極的に意見交換
をする方が，竣工後の改造程度や経費面での負担の軽減
に結びつき，ひいてはKommun全体の経済効果に結び
つくものと考えられる。
以上を踏まえて，マンパワー不足を基盤としながら
も，近隣のKommunとの協力体制を強化し，小規模な
町ならではの融通性や効率性のある地域福祉住環境シス
テムの再構築を図る必要がある。
（2）　町の活性化
障害者や高齢者がAlvestaに住み続けるために，疾病
への不安や心配の軽減のため，医療施設サービスの提供
は，急務な課題であると言える。
これらを踏まえて，今回建設された複合施設は，町の
中心地にあり，近くには生活必需品の商店や銀行，郵便
局等もそろっている。また，複合施設の１～２階には医
療施設も入居し，徐々に人口が減少している町の活性化
に，大いに役立てる要素ともなり得る。
（3）　財政および人材の確保
複合施設等の多機能施設の運営において，財政および
人材の確保は，施設計画において重要な課題となる。
医療関連専門家のマンパワー不足を解消するには，今
後大きな課題となろう。
5． ま　と　め
スウェーデンの地方都市であるAlvesta Kommunを
事例とした居住環境改善例を通して，住環境システムの
構築に関して，ハード・ソフト両面のあり方について検
討したところ，以下のことがわかった。
①住民参画とボトムアップ環境の形成
②スケールメリットとコミュニティの形成
③既存資源の再利用
また，今後の課題として，以下の3点が挙げられた。
①居住環境構築を地域システムで支える関係の再構築
②町の活性化
③財政および人材の確保
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今後は，これらの課題も合わせて総合的に検討する必
要がある。
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